
平成 15 年度実験計画学期末試験解答 

 
１．（配点 22点） 
① Ａ．母数 Ｂ．統計量 Ｃ．母集団 Ｄ．無作為（ランダム） 各１点 

② Ｅ．0.201 式は ⋅⋅⋅=−⋅⋅ − 2013.0)2.01(2.0 3103
310C  ２点 

③ Ｆ．0.316 式は ⋅⋅⋅=== 3162.01.0µδ  １点 
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④ Ｈ．99.7 １点 
Ｉ．49.1 Ｊ．110.9 式は )576.21280,576.21280( ×+×−  ＩとＪとも正解で１点 

 Ｋ．20.3 式は 83.0
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=z として標準正規分布にして，表を読む． ２点 

⑤ Ｌ．分散分析 Ｍ．Ｆ検定 Ｎ．交互作用 各１点 
⑥ Ｏ．実験の効率が向上する Ｐ．ラテン方格法 Ｑ．直交表 各１点 
⑦ Ｒ．-1 Ｓ．1 Ｔ．負 ＲとＳともに正解で１点，Ｔは１点 
⑧ Ｕ．有意でない １点 
 
２．（配点 16点，正しくない発言を選択すると各 1点，理由は各３点） 
統計的に見て正しくない発言はＡ，Ｂ，Ｃ，Ｅ 
Ａ．すべての人が平均余命で死なない限り，すなわち標準偏差が 0 でない限り，平均値よ
り小さい余命になることは十分に可能性がある．余命にはばらつき，すなわち誤差があ

る．したがって，標準偏差は 0ではない． 
Ｂ．年収は正規分布しないから，平均が中央値（メジアン）と一致しない． 
Ｃ．確率が 0ではないから，絶対ありえないとはいえない．なお二項分布で計算すると 

 ⋅⋅⋅==−⋅⋅ 12157.09.0)1.01(1.0 20200
020C  

 となり，決して低い確率ではない．このアイスキャンデーを n 回買って，一度も当たら

ない確率は
n9.0 であり，けっして 0にはならない．「絶対ありえない」というのはおかし

いというこたえでもよいかもしれないが，数字で根拠を示した方が説得力がある． 
Ｅ．標本を無作為抽出していないので，偏り（系統誤差）がある．さらに標本数も１つや

２つできわめて少ない． 
 



なおＤは正しい発言．精度は標本の大きさにほとんど依存するので，母集団と標本の大き

さの比率はほとんど関係がない．Ｄを選ぶと２点減点． 
 
３．（配点 20点） 
① 平均 83.6cm，分散 23.2cm2，標準偏差 4.8cm，標準誤差 1.5cm 各３点（単位
を忘れたり，小数第１位にしていなかったりすると減点） 
 計算の注意 四捨五入した値で計算していくと丸めの誤差が大きくなるので標準誤差を

出すまではなるべく桁数をたくさん残して計算し，最後に四捨五入すること． 
 
② t(9, 0.05)=2.262だから 
  )0.87,2.80()52.1262.26.83,52.1262.26.83( =×+×− cm ４点（単位はなくてもよ
い） 
  t分布を使うこと．母集団が正規分布しているとき，標本が少ない場合に t検定を用い
る． 

③ 平方和は 4.2082)1( =−= SDnxxS  
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４．（配点 28点） 
① 制御因子 飼料 
標示因子 塩分濃度，水温 
ブロック因子 水深，ウナギの最初の体重 
層別因子 季節 各１点（計６点） 

 
② Ａ．反復 Ｂ．標準誤差 Ｃ．偶然誤差 Ｄ．系統誤差 
Ｅ．無作為化 Ｆ．局所管理，Ｇ．乱塊法 Ｈ．ラテン方格法 Ｉ．Ｇ Ｊ．Ｈ 

  各１点 
 
③ 飼料の効果は有意水準１％で有意である． 
  塩分濃度の効果は有意水準５％で有意ではない． 
  水深の効果は有意水準５％で有意ではない． 
  飼料と塩分濃度との間の交互作用は有意水準１％で有意である． 
  水深の効果の分散は誤差に比べてかなり大きいので，水深をブロック因子にすること



によって実験精度が向上した 
  試料と塩分濃度の間の交互作用の分散は飼料の分散よりもかなり小さいので，飼料単

独の効果を評価することができる． 
  各２点，ただしよけいなことをかくと１点ずつ減点． 
 
５．（配点 14点） 
① (18.05, 36.04) ４点 
② 36.3g ５点 
回帰式は xy 045.27227.9 += となるから 3.36275.361045.27227.9ˆ ≈=×+=y  

③ 1.5mL ５点 
  x045.27227.950 += を解くと 508.1≈x  
  ②と③は単位が抜けると各１点ずつ減点． 


